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11:00-20:001初日'５:00より､最終1117:00までく休館日３月'2日月]〉

東京芸術虞1場'５階ギｬﾗﾘー21入場無料

<写其>爆喋の跡に立つガザのパレスチナの

子とも｡国逃の学校の校庭にいた時､近くにイ

スラエルの爆弾が落ちて､気が付いたら体の

上に他人の死体の一部が没いかぶさってい

たという｡それ以来職すことができなくまった。

ガザの難民キャンプ2009年1月

３月1フ日[土］20,8年３月81三I[木］
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バレスチ式イラ久アフガニスタン息コンゴ､チェルノブイリ､福島
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[主催]ﾉJ刊誌DAYSJAPAN､ＮＰ○法人広河隆一塀真展事務局､広河隆一事務所

１
１

ｈｂ卸

判
Ｅ

曲

り咽車唾▲１－

Iも
翻弄きれる命

〆亀一一一

写 真展



Ｐや了･.‐

像､z1i

ＴＥＬＯ３(う376)7898ＦＡＸＯ３(3322)0３５３

ｕ
０
１
１
３
ａ
盈
辱
心
『

磯[お問合せ}東京都世田谷区松原1-37-1，武内ビル４０２ＤＡＹＳJAPAN父付広河隆一が典拠係

〒171-0021束京都挫脇I丞西池袋l-8-1

JR･東京メトロ･東武東上線･西武池袋線
池袋駅西口より徒歩2分

駅地下通路2ｂｌＨＩＩとiIi〔結

1943年生まれ｡1967年にイスラエルに渡り､'|』東諸lIilを中心

に海外取材を始める｡1970年に州Iiil｡以来､パレスチナもイラ

久ﾁｪﾙzﾉﾌ゙ 易ｲﾘ､柵胎などの取材と救援活助を続ける｡薪111:に

｢ハレスチナ新版j(鰐波新書)ほか多数｡IOl国際報逆捗喚

腿火批･金1‘t､土liIj拳覚､講談社出版文化蛍などを受1'ｔｏ

2004年には､フォトジャーナリズムノj刊総DAySJAPANを発刊。

他地域での開催予定

･｢大阪ドーンセンター｣6/26-7/１
．蹄古屋市民ギャラリー栄｣8/28-9/２

．｢岡山県赤熱市立中央図書館｣8/11-17

広河腕---拶其展１F務Ajのホームページに､凧次新僻報を掲戦の予定で式

h【IPS://hirokawasyashinmkaigaten､jimdo・com／
画が典腿i}|｣仙希難新羅災中■･ラシ配布にご協力いただける方はご辿絡ください‘

322)O353infb＠daysinpnn.nｃｔ

５階ギャラリー２

RyuichiIIiroknw;’

｢II状脱がんが脳に転移したウクライナの女の韮､この子は2かﾉ｣後に死亡。1996年
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アフガニスタンの村をパ}･ロールして休む米兵のそばの子とも。2011年
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広河隆一 東京芸術劇場
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広河隆一講淡「戦場の子どもたちと私」
３月9口１９時よりく参加費800円／申し込み先鎌〉
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L主催]月刊誌ＤＡＹＳ]APAN､Ｎｌ〕Ｏ法人広河隆一む:典腿事務ﾉ,j､広河隆一ﾘｆ務所

後援と憧賛UNI-ICI蛾I”務所､【1本導典涼陸会､凹木写其憧会､共11ﾘ辿儒社､諺１１折側社､北海逆折聞社､琉球折Wl社､河北新報祉適11木ベンクラズ沖剥･球美のⅢ､キリスト新聞社.瓜水爆鱗止日本同民会搬.原蝶の図丸木美術jiX,もｴﾉ:'ﾉプ

ｲﾘ子ども基金.DAYS蚊援ｱｸｼ璽〆DAyS被災児滋支援募金.土門歌記念鮪､日本ｶﾄﾘｯｸ砿綻と平和協議会､アウレホSIGMA､バレメチナ子どもの皿親遮動､未来の細lWjこども悲金､週刊金剛111､パノンシステム虹京､ふくし麺０年プロジェクト､1M恥の

子どもたちを守る会｡.|上海道.111m洋次(映両監併)､賑I『永小百合(女優)､加雌爺紀子(歌手)､赤川次郎(作家)､下jⅡ暁子〈作家)､堤未果(llHl際ジャーナリスト)､中村戦火(俳催･作家)､早川牧子(沖111鶴大学教授)､鯉11他ﾆﾆ(ﾌ『ｵﾄヅｬー ﾅﾘzLI･).広

瀬隙(作家>､河合弘之(介鰻士)､石井逓也〈ブーティスト).石川文洋(報道カメラマン)､ナターシャ･グジー(歌手･バンドウーラ)､ﾉ|:戸川克陥(前以蝋町災)､『';岡述也(ビースポート共脚代炎)､111沼武能(写典家)､橋本雌子(プロデューサー)､服部才§jlt

(立数大学名幹牧授)捌谷英活(側簡大学)､大内宏侭(東京外IHI鵬大学)､池IⅡ杵代子(棚Ｉ(猿)､伊雌干邪(|Ki際ジャーナリスト)､海wi友子(映Illji監仔)､森木英之､．,！『)‘I;みずえ(ﾌｫﾄジャーナリメト)､土井散邦(フォI･ジ.,ｆ－ナリスト)Ｉ３ｉか｡lWIzfsllリ
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イスラエルの爆撃で火膳したパレスチナの女の頭1982年
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下水があふれた難民キャンプの路地を歩くパレスチナの女の魂1984年

写字視'

ﾌｫﾄジャーナリスト広河隆一が、

1967年に中東の取材を始めて以来､2017年で50年を迎えました。

人間の生存と尊厳が脅かされている場所を｢人間の戦場｣と呼び、

そうした場所で生きる子どもたちの悲しみと喜びの姿を写してきました。


